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昨
年
初
め
コ
ロ
ナ
が
日
本
で
も
感
染
拡
大
し
は

じ
め
て
か
ら
１
年
を
過
ぎ
た
現
在
ま
で
、
書
店
に

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
関
係
の
本
や
雑
誌
が
洪
水
の
よ

う
に
あ
ふ
れ
並
べ
ら
れ
て
き
た
。
カ
ミ
ュ
の
『
ペ

ス
ト
』（
１
９
４
７
年
）
は
そ
の
中
の
一
冊
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
１
９
４
Ｘ
年
」
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の

オ
ラ
ン
市
で
生
じ
た
ペ
ス
ト
感
染
と
い
う
不
条
理

に
直
面
し
た
医
師
リ
ウ
ー
や
友
人
た
ち
が
、
ど
う

感
じ
、
考
え
、
ど
う
行
動
し
た
か
を
描
い
た
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
多
く
の
紹
介
や
論
評
が
な
さ

れ
て
い
る
。
だ
が
、
同
じ
「
１
９
４
Ｘ
年
」
に
中

国
で
は
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い

る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
例
外
は
、
加
藤
哲

郎
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
政
治
学
―
―
「
日
本
モ
デ

ル
」
の
失
敗
』（
花
伝
社
）
と
山
岡
淳
一
郎
『
ド
キ
ュ

メ
ン
ト　

感
染
症
利
権
―
―
医
療
を
蝕
む
闇
の
構

造
』（
ち
く
ま
新
書
）
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
今
回
の
日
本
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
の
実

態
を
捉
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
１
９
４
０
～
42
年

の
中
国
で
の
ペ
ス
ト
感
染
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

れ
は
中
国
で
の
ペ
ス
ト
感
染
が
、
日
本
軍
７
３
１

部
隊
の
細
菌
戦
の
結
果
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
戦
後
、
そ
の
７
３
１
部
隊
の
日
本

人
の
医
者
た
ち
が
、
細
菌
研
究
の
資
料
と
細
菌
戦

の
ノ
ー
ハ
ウ
を
示
す
資
料
を
全
て
ア
メ
リ
カ
に
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
犯
免
責
さ
れ
、
日
本
の

医
学
界
に
復
帰
し
、
各
自
重
要
な
ポ
ス
ト
に
つ
い

た
か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
関
し
て

も
彼
ら
が
「
感
染
症
ム
ラ
」
を
つ
く
り
、
感
染
症

対
策
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ご
く
一
例

を
あ
げ
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
で
き
る
だ
け
や
ら

な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
き
た
の
は
厚
労

省
所
管
国
立
感
染
症
研
究
所
で
あ
る
が
、
そ
の
前

身
の
予
防
衛
生
研
究
所
（
予
研
）
の
歴
代
の
所
長

は
、
７
３
１
部
隊
所
属
の
医
者
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
、
等
々
。

以
下
３
回
の
連
載
で
は
、《
Ⅰ
》
７
３
１
部
隊

に
よ
る
細
菌
戦
、《
Ⅱ
》
戦
後
７
３
１
部
隊
医
者

た
ち
の
医
学
界
へ
の
復
帰
、《
Ⅲ
》
日
本
の
コ
ロ

ナ
感
染
と
「
感
染
症
ム
ラ
」、
と
論
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

Ⅰ　
７
３
１
部
隊
に
よ
る
細
菌
戦

日
中
戦
争
勃
発
前
夜
、
中
国
東
北
（
満
州
）
の

ハ
ル
ビ
ン
郊
外
の
平ピ

ン

房フ
ァ
ン

に
設
け
ら
れ
た
「
関
東
軍

防
疫
給
水
部
」（
通
称
７
３
１
部
隊
）
に
、
京
都
大
、

慶
応
大
、
東
京
大
な
ど
の
若
手
、
中
堅
の
医
者
が
、

細
菌
兵
器
開
発
の
た
め
に
馳
せ
参
じ
た
。
日
本
人

の
医
者
は
、
石
井
四
郎
部
隊
長
の
指
揮
の
も
と
、

少
な
く
と
も
３
０
０
０
人
の
中
国
人
な
ど
を
人
体

実
験
し
な
が
ら
、
ロ
号
棟
と
い
う
１
０
０
メ
ー
ト

ル
四
方
、
３
階
建
の
冷
暖
房
完
備
の
近
代
的
ビ
ル

の
な
か
で
細
菌
研
究
に
い
そ
し
ん
だ
。（
図
１
）

現
在
で
は
そ
の
１
割
に
当
た
る
約
３
０
０
人
の

氏
名
、
住
所
、
年
齢
が
判
明
し
て
い
る
。
日
本
の

中
国
侵
略
に
対
し
抵
抗
し
た
、
あ
る
い
は
抵
抗
し

た
と
み
な
し
た
中
国
人
を
日
本
人
憲
兵
が
捕
ら

え
、
逮
捕
者
の
15
～
20
％
を
「
７
３
１
送
り
」
に

　
　
コ
ロ
ナ
と
ペ
ス
ト

―
７
３
１
細
菌
戦
部
隊
の
黒
い
影 

松
村
高
夫

《
Ⅰ
》
７
３
１
部
隊
に
よ
る
細
菌
戦

図
1　

平
房
の
７
３
１
部
隊
の
ロ
号
棟
平
面
図
（
萩
原
氏
が
付

け
た
原
題
は
「
石
井
部
隊
建
物
略
図
（
平
面
図
）（
１
９
３
９
年

1
月
現
在
）」

連　載
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図
2　

特
別
監
獄
（
7
・
8
棟
）
の
内
部

構
造
（
萩
原
氏
が
付
け
た
原
題
は
「
7
・

8
棟
内
部
構
造
〈
人
間
実
験
所
〉」）

し
た
。
こ
の

特
別
移
送
の

こ
と
を
当
時

の
軍
隊
用
語

で
「
特ト

ク

移イ

扱ア
ツ
カ
イ

」と
い
っ

た
。
平
房
の

７
３
１
部
隊

に
連
行
さ
れ

る
と
、
彼
ら

は
名
前
を
奪

わ
れ
、
３
桁

か
４
桁
の
番

号
が
付
け
ら

れ
、
ロ
号
棟

の
中
庭
に
あ

る
特
別
監
獄

あ
い
は
、
解
放
さ
れ
た
と
き
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
生
存

者
が
い
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ク
ル
の
『
夜
と
霧
』
な

ど
の
本
が
で
た
が
、
全
員
殺
害
さ
れ
た
７
３
１

の
ば
あ
い
は
証
言
者
が
ゼ
ロ
で
、
戦
後
、
医
者

は
医
学
界
に
復
帰
し
堅
く
口
を
つ
ぐ
ん
だ
の
で
、

７
３
１
部
隊
の
秘
密
は
長
い
間
隠
さ
れ
て
き
た
。

森
村
誠
一
『
悪
魔
の
飽
食
』
第
１
部
が
１
９
８
１

年
に
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
敗
戦
か
ら
36
年
が
経
っ

て
い
た
。

７
３
１
部
隊
で
は
十
数
種
の
細
菌
が
実
験
研
究

さ
れ
た
が
、
細
菌
弾
と
し
て
最
も
効
率
的
な
の

は
、
人
間
に
は
ペ
ス
ト
菌
、
軍
馬
な
ど
動
物
に
た

い
し
て
は
炭
疽
菌
、
と
い
う
の
が
結
論
だ
っ
た
。

７
３
１
独
自
の
発
明
は
、
ペ
ス
ト
菌
を
蚤の

み

に
感
染

さ
せ
た
Ｐ
Ｘ
で
あ
る
。
こ
の
Ｐ
Ｘ
を
１
９
４
０
年

か
ら
42
年
に
か
け
て
中
国
十
数
地
域
に
日
本
軍
機

か
ら
投
下
し
た
り
、
地
上
で
散
布
し
た
り
し
た
。

１
９
９
２
年
春
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
で
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
は
私
に
こ
う
語
っ
た
。

「
ペ
ス
ト
の
生
菌
を
空
中
か
ら
投
下
し
た
ら
地
上

に
着
く
ま
で
死
滅
す
る
と
い
う
の
が
当
時
の
世
界

の
生
物
学
界
の
常
識
だ
っ
た
の
で
、
日
本
軍
が
ペ

ス
ト
菌
を
撒
い
て
中
国
で
被
害
者
が
で
た
と
い
う

こ
と
が
当
初
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」

ペ
ス
ト
感
染
蚤
で
あ
る
Ｐ
Ｘ
は
７
３
１
部
隊
の

独
自
の
発
明
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｐ
Ｘ
が
軍
機
か

ら
穀
物
と
一
緒
に
投
下
さ
れ
地
面
に
落
ち
る
と
、

そ
の
穀
物
を
食
べ
に
近
づ
い
て
く
る
地
場
の
鼠ね

ず
み

に

ペ
ス
ト
感
染
蚤
が

た
か
り
、
ペ
ス
ト

に
感
染
し
た
鼠
が

広
が
っ
て
い
き
、

つ
い
に
は
人
間
に

感
染
す
る
。
こ
う

い
う
感
染
の
方
法

が
案
出
さ
れ
、
実

行
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
日
本
が
細
菌

兵
器
を
世
界
に
先

駆
け
て
開
発
し
、

実
戦
に
使
用
し
た

の
で
あ
る
。

７
棟
・
８
棟
に
収
容
さ
れ
た
。（
図
２
）

彼
ら
は
マ
ル
タ
（
丸
太
）
と
呼
ば
れ
、
特
別
監

獄
内
の
西
側
に
解
剖
台
の
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

３
部
屋
が
あ
り
、「
八
角
堂
」
で
人
体
実
験
の
対

象
と
さ
れ
た
。
医
者
に
と
っ
て
は
生
き
た
ま
ま
の

対
象
を
実
験
で
き
る
の
は
大
変
魅
力
的
だ
っ
た
よ

う
で
、「
今
日
は
マ
ル
タ
３
本
処
理
し
た
」
と
い

う
の
が
隊
員
た
ち
の
日
常
会
話
だ
っ
た
と
い
う
。

特
別
監
獄
か
ら
脱
走
に
成
功
し
た
人
は
一
人
も

い
な
い
。
全
員
が
解
剖
台
の
上
の
露
と
消
え
た
の

で
あ
る
。
ナ
チ
ス･

ド
イ
ツ
の
強
制
収
容
所
の
ば

表 1　既往作戦効果概見表

◇

日
本
軍
は
１
９
４
０
～
42
年
、
中
国
の
吉
林

省
、
浙
江
省
、
湖
南
省
、
江
西
省
で
Ｐ
Ｘ
を
散
布

し
た
。
奈
須
重
雄
氏
が
国
会
図
書
館
関
西
部
で
発

見
し
た
金
子
順
一
論
文
に
は
、
表
１
が
載
っ
て
い

る
。
そ
の
表
に
は
７
３
１
部
隊
が
Ｐ
Ｘ
を
撒
い
た

年
月
日
、
場
所
、
グ
ラ
ム
数
、
第
１
次
感
染
、
第

２
次
感
染
に
よ
る
死
者
数
が
で
て
い
る
。
こ
れ
を

見
る
と
、
ま
ず
１
９
４
０
年
６
月
４
日
に
農
安

（
吉
林
省
）
に
Ｐ
Ｘ
５
ｇ
を
地
上
で
撒
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
同
年
10
月
４
日
に
浙
江
省
の
衢

県
（
衢
州
）
に
日
本
軍
機
か
ら
Ｐ
Ｘ
８
㎏
が
散
布

さ
れ
、
10
月
27
日
に
は
寧ニ

ン

波ポ
ー

に
Ｐ
Ｘ
２
㎏
が
散
布

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
年
41
年
11
月
４
日
に
湖
南
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省
の
常
徳
に
日
本
軍
機
か
ら
Ｐ
Ｘ
１
・
６
㎏
が
散

布
さ
れ
、翌
42
年
８
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、

広
信
、
広
豊
、
玉
山
（
江
西
省
）
に
Ｐ
Ｘ
１
３
１

ｇ
が
地
上
で
散
布
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
６
回

の
攻
撃
に
よ
り
、
１
次
感
染
者
（
罹
患
致
死
数
）
は

合
計
６
９
５
人
（
こ
れ
は
ニ
ー
ダ
ム
・
メ
モ
の
ペ
ス
ト

患
者
数
６
９
９
人
と
ほ
ぼ
同
じ
）
で
あ
る
が
、
２
次
感

染
者
は
合
計
２
万
５
２
５
１
人
、
１
次
と
２
次
の

感
染
合
計
は
２
万
５
９
４
６
人
と
さ
れ
て
い
る
。

農
安
で
Ｐ
Ｘ
５
ｇ
を
地
上
で
撒
い
た
結
果
、

農
安
で
公
式
記
録
で
も
３
５
３
人
、
実
際
に
は

４
０
０
人
以
上
の
ペ
ス
ト
患
者
を
生
み
だ
し
た
。

農
安
で
ペ
ス
ト
菌
を
地
上
で
撒
い
た
時
、
７
３
１

ペ
ス
ト
班
責
任
者
・
高
橋
正
彦
は
現
地
に
い
っ
て

い
た
よ
う
で
、
農
安
で
の
ペ
ス
ト
の
感
染
・
拡
大

の
状
態
を
詳
細
に
調
べ
て
い
る
（
高
橋
正
彦
『
ペ
ス

ト
菌
論
文
集
』
慶
応
大
学
医
学
部
所
蔵
）。

さ
ら
に
ペ
ス
ト
は
農
安
か
ら
60
キ
ロ
ほ
ど
離
れ

た
新
京（
現
在
の
長
春
）に
伝
播
す
る
。
新
京
は「
満

州
国
」
の
首
都
な
の
で
、「
新
京
１
９
４
０
年
ペ

ス
ト
流
行
」
は
、
紀
元
２
６
０
０
年
祭
典
の
行
わ

れ
る
東
京
に
「
満
州
国
」
代
表
が
新
京
か
ら
派
遣

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
統
治
者
は
神
経
を
と
が

ら
せ
た
。
関
東
軍
司
令
官
・
梅
津
美
治
郎
の
命
令

に
よ
り
、１
９
４
０
年
10
月
７
日
に
平
房
か
ら「
関

東
軍
臨
時
ペ
ス
ト
防
疫
隊
」が
新
京
に
派
遣
さ
れ
、

国
防
会
館
に
防
疫
隊
本
部
を
お
い
た
。

防
疫
本
部
の
本
部
長
は
石
井
四
郎
で
あ
り
、
部

員
は
７
３
１
部
隊
員
を
中
心
に
別
働
隊
ま
で
含
め

る
と
７
０
０
人
を
越
え
た
。
農
安
に
も
新
京
か
ら

10
月
19
～
20
日
に
３
本
の
専
用
列
車
を
走
ら
せ
、

千
数
百
人
の
防
疫
隊
を
運
ん
だ
。
し
か
し
１
カ
月

し
て
、
ま
だ
ペ
ス
ト
が
流
行
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
防
疫
隊
は
新
京
と
農
安
か
ら
引
き
上
げ

平
房
に
帰
還
す
る
。
ペ
ス
ト
患
者
や
死
者
か
ら
内

臓
を
と
り
だ
し
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
に
し
て
平
房
に
持

ち
帰
り
、
新
し
い
ペ
ス
ト
菌
株
も
、
71
菌
株
の
実

験
デ
ー
タ
も
持
ち
帰
っ
た
。
も
う
「
防
疫
」
の
目

的
は
終
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
ペ
ス
ト
流

行
は
終
息
し
て
い
な
い
の
に
、
平
房
の
７
３
１
部

隊
は
１
カ
月
で
引
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
広
島
に

き
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
委
員
会
《
編
注
：
米
国
の
原
爆
障

害
調
査
委
員
会
》
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
防
疫
活

動
に
よ
り
石
井
四
郎
の
「
満
州
国
」
政
府
内
部
で

の
政
治
的
地
位
は
格
段
に
高
く
な
っ
た
。

こ
う
し
て
７
３
１
部
隊
は
持
ち
帰
っ
た
ペ
ス
ト

菌
株
や
高
橋
正
彦
の
「
農
安
感
染
報
告
」
な
ど
を

１
年
間
か
け
て
分
析
・
研
究
し
、
ペ
ス
ト
菌
散
布

の
方
法
と
効
果
に
確
信
を
持
つ
に
い
た
り
、
１
年

後
の
１
９
４
１
年
11
月
４
日
に
、
湖
南
省
の
常
徳

に
Ｐ
Ｘ
を
投
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

細
菌
戦
の
指
揮
者
・
井
本
熊
雄
の
日
誌
に
は
、
常

徳
の
Ｐ
Ｘ
の
投
下
の
模
様
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る
。

◇

細
菌
戦
の
恐
ろ
し
い
点
、
即
ち
日
本
軍
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
点
は
、
２
次
・
３
次
…
…
と

感
染
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
軍
の

細
菌
散
布
が
ペ
ス
ト
発
生
源
で
あ
る
こ
と
が
判
ら

な
く
な
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
ペ
ス
ト
の
流
行

が
自
然
発
生
の
よ
う
に
み
え
て
し
ま
う
の
で
あ

図 3　中国細菌戦被害地地図
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る
。ペ

ス
ト
の
２
次
・
３
次
感
染
の
例
を
挙
げ
る
と
、

１
９
４
１
年
11
月
の
常
徳
へ
の
Ｐ
Ｘ
投
下
の
ば
あ

い
、市
の
中
心
に
一
発
Ｐ
Ｘ
を
落
と
し
た
だ
け
で
、

市
内
に
１
０
０
名
ほ
ど
の
患
者
を
生
み
出
し
た
。

ペ
ス
ト
患
者
の
死
者
が
で
る
と
、
地
方
当
局
は
家

族
を
収
容
所
に
入
れ
、
家
屋
を
焼
却
す
る
の
で
、

家
族
は
死
者
を
密
か
に
近
く
に
埋
め
、
親
戚
な
ど

を
頼
っ
て
都
市
を
離
れ
る
の
で
、
市
中
の
感
染
は

そ
の
周
辺
の
村
に
伝
播
し
て
い
く
。
常
徳
の
ば
あ

い
は
、
近
隣
農
村
の
死
者
は
合
計
７
０
０
０
人
以

上
を
数
え
た
。
２
次
・
３
次
感
染
で
あ
る
。
そ
の

姓
名
、
住
所
、
死
亡
年
月
日
は
中
国
側
の
調
査
で

明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
犠
牲
者
名
簿
は
す
で
に
日

本
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
１
９
４
０
年
10
月
の
衢
県
（
衢
州
）
に

Ｐ
Ｘ
を
投
下
し
た
結
果
、
衢
県
市
で
２
８
１
人
の

ペ
ス
ト
患
者
を
生
み
出
し
た
が
、
周
囲
の
村
に
も

伝
播
し
て
い
き
、
市
周
辺
で
１
５
０
０
人
以
上

の
死
者
を
だ
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
た
ま
た
ま
１
３
０
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
義
烏
か

ら
衢
県
に
出
張
し
て
い
た
鉄
道
員
が
ペ
ス
ト
に
感

染
し
、
翌
日
義
烏
の
自
宅
に
戻
る
と
、
義
烏
市
で

２
０
０
人
ほ
ど
の
ペ
ス
ト
患
者
が
で
た
。
さ
ら
に

義
烏
市
か
ら
周
辺
の
村
に
同
心
円
状
に
伝
播
し

て
い
き
、
伝
播
し
た
村
の
一
つ
、
崇
山
村
で
は

１
２
０
０
人
ほ
ど
の
村
民
の
う
ち
３
分
の
１
に
当

た
る
約
４
０
０
人
が
ペ
ス
ト
で
死
ん
だ
。
３
次
・

４
次
感
染
で
あ
る
。

細
菌
戦
に
よ
る
犠
牲
者
数
の
総
計
は
、
３
万
か

ら
60
万
説
ま
で
あ
る
。
２
次
・
３
次
感
染
の
追
跡

は
容
易
で
は
な
い
の
で
、
現
地
調
査
を
す
る
ご
と

に
新
た
に
判
明
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
だ
犠
牲
者

の
総
数
は
確
定
し
て
い
な
い
。
私
は
少
な
く
と
も

10
万
人
以
上
と
推
定
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
松
村

高
夫
・
矢
野
久
共
編
著
『
裁
判
と
歴
史
学
―
―
法

廷
か
ら
７
３
１
細
菌
戦
部
隊
を
見
る
』（
現
代
書
館
、

２
０
０
７
年
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
つ
づ
く
）

（
ま
つ
む
ら
・
た
か
お
／
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

備
考

図
１
：
中
国
中
央
档
案
館
（
北
京
）
所
蔵
。
こ
の
図
面
は
、

１
９
３
８
～
39
年
に
７
棟
と
８
棟
を
建
造
し
た
建
築
工

の
ひ
と
り
萩
原
英
夫
氏
が
、
戦
後
撫
順
戦
犯
管
理
所
で

書
い
た
供
述
書
の
な
か
の
「
暴
露
文
」
に
付
さ
れ
た
３

枚
の
平
面
図
の
１
枚
で
あ
る
。
１
９
９
１
年
９
月
９
日

開
廷
さ
れ
た
東
京
高
裁
に
お
い
て
、
家
永
教
科
書
裁
判

（
第
３
次
）
の
７
３
１
部
隊
に
関
す
る
家
永
側
証
人
と

し
て
法
廷
の
証
言
台
に
立
っ
た
私
・
松
村
は
、「
意
見

書
」
と
と
も
に
萩
原
英
夫
供
述
書
を
資
料
と
し
て
添
付

し
裁
判
所
に
提
出
し
た
。
萩
原
資
料
は
「
暴
露
文
」
と

図
面
３
枚
か
ら
成
る
が
、
本
稿
の
図
１
と
図
２
は
そ
の

７
３
１
部
隊
３
枚
の
図
面
の
う
ち
の
２
枚
で
あ
る
。
高

裁
判
決
で
は
、
南
京
虐
殺
が
勝
訴
し
、
７
３
１
部
隊
は

敗
訴
と
な
っ
た
が
、
上
告
し
た
最
高
裁
の
判
決
で
は

７
３
１
部
隊
が
逆
転
勝
訴
し
、
30
数
年
間
に
わ
た
っ
て

闘
わ
れ
た
家
永
教
科
書
訴
訟
が
終
わ
っ
た
。

図
２
：
出
典
は
図
１
と
同
じ
。
こ
の
図
は
図
１
の
ロ
号
棟

の
中
庭
に
あ
る
７
棟
と
８
棟
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
１
：
金
子
順
一
「
Ｐ
Ｘ
ノ
効
果
略
算
法
」『
陸
軍
軍
医
学

校
防
疫
研
究
報
告
』第
１
部
第
60
号
、１
９
４
３
年
よ
り
。

空から見た 731 部隊（中央右の四角い近代的なビルがロ号棟）


	



